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研究実績 

の概要 

光回折格子による電磁波散乱の数値解析には格子形状を階段近似する多層分割法を取

り入れた解析手法がよく用いられる．多層分割法は様々な格子形状に適用できる利点があ

り，分割数を増やせば形状に対する精度が向上するが，計算コストが増大する欠点がある． 

申請者らは誘電体格子に対する独自の解析手法として，行列固有値計算を用いる行列固有

値法を提案し，開発してきた．この行列固有値法は周期構造の電磁波解析に有力な方法と

して高く評価されている．本研究では，図１に示す斜め誘電体格子を対象として，格子領

域を階段近似する多層分割法（図 2参照）を行列固有値法に取り入れた．この多層分割法

に伴う計算コストの低減化を目指し，多層分割法の改良法として,行列固有値計算に構造

の位相のずれを用いる方法，境界条件から得られる線型方程式を解く逐次消去法を提案

し，これらの改良法の有効性を示した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  斜め誘電体格子の散乱問題 
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図 2  斜め誘電体格子の階段近似 
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